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まえがき

昭和 57年 7月 23日に，長崎県，熊本県にかけて，梅雨末期の梅雨前線による集中豪雨が発生し

た。特に，長崎県の長与町では，時問雨量 18 7 H の崇雨となり．それまでの日本記録 l6 7. 2 mm/ 

hをぬり変えた。

この時の豪雨は，河川のはんらんをはじめ土砂崩涙．土石流などの災害を引き起こし，多くの人命

を奪った。

集中豪雨などによって引き起こされる土石流をはじめとする土砂災害を防ぐためには， 1つには危

険地帯に構造物を設（ナ，直接災害を・防ぐという方法がある。もう 1つの方法として，時々刻々変化す

る気象の変化の情報を収集し，分析し，警戒避難のために伝逹する方法がある。

本調査は．昭和 57年 7月23日の長崎豪雨時の気象情報を収集，解析し，豪雨の雨域の移動，盛

衰を予測し，既往の土砂災害発生予測手法たよる土砂災害の可能性を調ぺ，これに基づき土砂災害防

止のための気象情報伝達システムを提案することを目的として． （財）日本気象協会中央本部（山口

勝輔が担当）に委託して実施した。
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1. は じ め に

昭和 57年 7月 23日，長埼県南部で痘雨末期の集中豪雨が発生した。気象庁では．この豪雨を昭

和 57年 7月崇雨と命名した。

この豪雨の特徴は，次のようであった。

① 短時問特に 1時間降水量は，諫早豪雨をしのぎ，図 1-1に示す様に長与町で 187.0n/hを

録し，それまでの日本記芸 16 7. 2'"11/hをぬり変えた。

③ 日雨量 (24時間雨醤）は，臼本記錬である日早 l1 l 4 mm/ 2 4 h VCは，はるかに及ばず瓦 1

- 2に示すよう iC6 0 0 H/2 4 h と並の大雨であった。

③ この豪雨は，図 1-3に示すように短時間で集中的に雨をもたらしている。特に 7月23日20 

時～ 22時の間K:lOOm罰／ hの豪雨が 3時間続いた。

④ 七の結果，河川のはんらん，土石流の発生などたより，多大の被害を受けた。
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図 1-1
最大 1時間降水最（血； 23日9時から 24日9時士で）

（長崎大学調査報告より）
図1-2 24時問降水批("";2 3日9時ー 24日9時）

（長崎大学調査報告より）
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図 1-3

長崎における毎時間降水紐変化図（実線）

（災害時気象調査報告：福岡管区気象台）
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何故に，太ぎた災害になったのか。昭和 57年 7月豪雨災害の各種報告書をまとめると，次のよう

定なる。

① 長閤海洋気泉台で発表した，大雨洪水筈報は，昭和 57年 7月i'C5回ある。図 1-4た示すよう

冗，各吝報は長崎県匠関する限り適中している。とこるが，長崎市においては 5回中 2回（昭和57

年 7月豪雨）であった。そのため長崎市民は筈報慣れをしてしまっていたという。

＠ 大雨否報は， 16時 50分紀発表されたが，豪雨は l9時どるから始まり，退社，退庁時刻と重

なったため，交通悛関など｛て大きな混乱を引きおこした。

1982年

7月11日

7月13日

7月 16日

＂＇ 

且只
“sa 

,̂. 
g●929 

贔瞑

“'a 

7月20日

図 1-4 1932年 7月の大酎百骰発衣詩にhi屈が万報如9を越え

た地域（糾楳部分）

（立平 11983) ：による）
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R 長崎市全域で災害が発生したために，防災諸機関の災害情報収集に臨害が生じた。

④ 災害時の各種の通報の伝達システムが十分ではなかった。

⑤ ④に関連して，梅雨末期の集中豪雨の危険地帯であるにもかかわらず，気家情報を有効i'C利活用

し得ていなかった。

⑥ 死者・行方不明のほとんどが，土石流災害によるものであり，大雨の実況監視と短閲予測方法の

確立とその伝達方法を確立し，いち早く避離するシステムを確立する必要があった。

そこで，本調査では，気象庁で発表されている気家 FAXの予想天気図，雨の降雨両率 (POP; 

Probability of Precipitation)，大雨の確率 (PoHP; Probabi 1 i tY of Heawy Precipitation) 

の予想値を用いて，数日前から長崎豪雨のポテンシャル再現予測を試み，大雨・洪水注意報，巻報の

発令以降は， アメダス雨批分布，気家庁の背振山レーダのエコースケ、ッチ図，建設省レーダ雨抵計の

情報を用いて， 大雨の実況監視と雨域の外挿紀よる短時間予測を試みた。さら i'C, その予測雨批を用

いて，既往の土砂災害発生予測手法に適用しその有効性を検討した。

これらの検討の結果をふまえて．土砂災害防止のための気象情報伝逹システムを検討した。
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2. 気象 FAXなどの情報匠よる 7月23日， 2 4日の予想

2.1 資料

象FAXから，図 2-1紀示すような予想資料と解祈資科が得られる。予想資料は， 3日先 (72

時間予想）． 2日先 (48時間予思）， 1日半先 (36時閤予想）， 1日先 (24時間予想）がある。

一方，気家テレタイプからは． POP, PoHP の 24時間先までの予想が得られる。

ここでは，これらの予想資科を用いて， 7月23日の長崎索雨の発生が， 3巳前から当日まで妃ど

のよう冗予想されていたかを検討する。
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2. 2 7月20日における予想

① 0 9時をイニシャルとした 7月23日の予想

図 2- 2ll}は， 7月20日09時の地上天気図を示し，図 2-2[2)は，同時刻 (00 Z一日本

時間 09時）の気象衛星ひまわり 2号の雲解析図である。

図 2-2(3)，図 2-2(4)は 20日09時をイニシャルとした 72時閤予想図 (3日後の 23日．

0 9 時こ:~)で，前者は 5 0 0 mb の高度，渦度を示し，後者は地上気圧，降水蓋 (24時聞雨

）の分布図を示す。

2 0日99時をもとにした， 23日午前中の予想でば，正の渦度の中心が黄 あり九州付近

は 5O O mbの渦度の深まりもなく，気流が全体的に北西流のため大雨の予想はでさない。また，

降水扁の予想も黄海から朝鮮半島に雨を予想しており，北へ片寄る可能性があることを示してい

る。

従って， 23日の午前中は次の様陀推定される。

2 3日から 24日にかけて中国大陸から来た低気圧は，黄海，朝鮮半島南部を通り日本海へ抜 f

ける。九州西部では 22日09時～ 2 3日09時にかけての予想雨批は，前線通過冗伴い 2~4 I 
頁m/dayで，所により 20m/day妬達する所がある。 “ l 

③ 2 1時をイニシャルたした 23日の予想

固 2 -2[5)は， 7月20日21時の地上天気図を示し，図 2-2(6)は同時刻の気象衛星の雲解

析図を示す。

図 2-2(7)，図 2:_ 2 (8)は 20日21時をイニシャルとした 72時間予想図(23日 21時）

で，前者は 50 0 mb <l)商度と渦度を示し，後者は地上気圧を降水祉の分布図を示す。

相変わらず南岸冗梅雨前線があり，前線上の大陸方面には雲のかたまりがみられる。 20日21

時をもとにした 23日21時こるの予想では， 5O O mb面で黄海付近の渦度がや汀架まりつ>

あるが，気流は西からの気流が王であり，九州付近は大雨のパターン紀なっていない。降水菰の

予想も黄海から朝鮮半島南部で雨の中心があり，九州付近は余り多くない事を示している。

従って 23日の夜半～ 24日の早朝妬かけて次のように推定される。

大陸方面から来た梅雨前線上の低気圧は， 2 3日から 2 4日紀かけて黄海から朝鮮半島を通り

日本海紀抜けそう。そのため，梅雨前線が北上し，前線の通過匠伴う雨は， 22日2l時～ 23 

日21時紀かけて 4~ 6証 ／ day11'.なり，多い所で 20 ~ 3 0 mm/ daY W::なることが考えられる。
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ジ

図 2-2111 7月20日09時の地上天気図

図 2-2(3) 

---9’’1へ、•、 I I漁襦翌年己，
7月20日09時をイニツャルとした 72時間

予想図 (23日09時）． 500mb高度．渦度

書-
と＿年ャ―‘’―⇔
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図2-2(2) 7月2 0日09時の気象衛星裳解析図

同．地上気圧．降水批図2-2(4)

£
 

図 2-2151
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図 2-2(6) 7月20日2I時の気象術品裳解析図
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-<・・・1―ヽ i／つ戸
---

f 

9----C, .. , 

図2-2(7) 7月20日2I時をイニツャルとした 72時問

予想図 (23日2I時）． 500mb高度．渦度

2,3 

① 

7月21日における予想

0 9時をイニシャルにした 23, 2 4日の予想

図 2- 3 ll)は，

を示す。

7月21日 09時の地上天気図， 図 2- 312}は，

2 I日 09時をイニシャルとした 48時1問和思図 (23日 09時）を図 2 -3 (31, 

妬示し， 7 2時間予想図 (24日09時）を図 2-3(5), 図 2- 3(61妬示す。

mb 後者は地上の予想図である。

相変らず南岸に梅雨前線が横たわり，

図2-2(8) 同．地上気圧，降水証

同時刻の気象衛星の雲解析図

各々 ，

図 2- 3(4) 

前者は 500

大陵東洋vc大きな裳0)かたまりが東へ移仙しつ>あるこ

とがわかる。 2 I日 09時をもとにした 23日 0 9時から 24日 09時ごるまでの予想では，

海付近にあったプラスの渦度領域が日本海方面へ抜けつヽあるが， 2 4日 09時ごるの 500

の気流が， 九州の北方で北西気流と西南西の気流が合流し，大雨のバターンになりつヽある。

黄

b

ま

m
 

た， 予想雨批の中心域が， 前日の予想と較ぺ南『C下がっており， 2 3日午前中から 24日の午前

中にかけて対馬海峡を通り日本海南部1疋抜けることを示している。

2 3日から 24日にかけて，そこで， 7月2I日 09時の壺料から， 次のよう紀推定される。

大陵方面から来た梅雨前線上の低気圧は， 2 3日から 24日妬かけて黄海南部から対馬海峡を

通り， 山陰沖に抜けると考えられる。

1 0 m前悛，

そのため， 2 3日～ 24日の早朝にかけて，

多い所で 5O mm程度の雨が降りそうである。

九州西岸で

② 2 I時をイニシャル妬した 23, 2 4日の予想

図 2- 317)は，

ある。

7月21日 21時の地上天気図， 図 2- 3 (8), 2 1時の気象衛星の雲解析図で

2 I日 21時をイニシャルとした 36時間予想図( 2 3日 09時）のうち， 図 2- 3 (9)た 500

mb の麻度と渦度， 図 2- 3 UOIIC 7 0 0 mb o)上昇流，

仰冗地上気圧と降水砒（ I 2時間雨址）を示す。
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8 5 0 mb 

,I 8時間予想図（

の気温， 風向・風辿， 図 2-

2 3日 21時）を図 2- 3(12!, 



図 2-3(11 7月21日09時の地上天気図
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図2-:1(4) 同．地上気圧，降水批
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ー

図 2-:i(s) 
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7月2I日09時をイニジャルとした 72時間

予想図 (24日09時）， 500mb高度，渦度
図2-3(6) 同，地上気圧，降水枇
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．図 2-,l(7) 7月21日21時の地上天気図

図2-3(9)

｛ 、.../W面 口 I

7月2I日2I時をイニツャルとした 36時間

予想図 (23日09時）． 500mb高度，渦度

図2-3 (11) 同，地上気圧，降水抵
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図2-3(8) 

図2-3 (10) 

図 2-3 (12) 

7月2I日2I時，気象衛星雲解析図

同， 700mb上昇流

風向・風速

t 
850mb気温．

7月2I日21時をイニツャルとした 48 

時間予想 (23日21時）， 500mb高度，

渦度
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函 2- 3U3lに示し， 7 2時間子想図 (24日 21時）を図 2- 3114), 図 2-31151に示す。

者は 50 0 mbの高度と渦度， 後者は地上気圧と降水醤を示す。

2 1日 21時の実況では，相変らず梅雨前線がよこたわっている力;や>南下している。

大陸東部に次の低気圧が現われ， 雲浮折から 15kmVC造する積乱雲詳を伴っている。 2 3日午前

中には， その低気圧が九州西方海上に接近し，

と予想している。 2 3日 21時の予想図では，

なり，対馬海映付近で北西流と合流している。

している。

そこで， 7月21日 21時の資科から，

対馬海峡を通り 24日の午悛には山陰沖に抜ける

5 0 0 mbの気流の流れが，

各々前

一方，

九州付近は南西流と

2 4日21時にはそれぞれが弱まっていることを示

2 3日から 24日にかけて次のように推定される。

中国大陸から東進した低気圧は， 2 3日から 24日にかけて東シナ海北部から，対馬海峡を辿

り山陰沖妬抜けることが予想されている。特た低気圧は， 2 4日早朝に通るため， 2 3日の夜半

から 24日早朝たかけてかなりの雨が降ることが考えられる。九州西岸では． 2 3日の夜半から

2'4日の午前中にかけて， 1 5 mm程度の雨が降り， 多い所では 80m以上の雨が降りそうである。

、`ー
'
-図2-3 (13) 

.. / 

.. • / 

！ 
同．地上気圧．降水祇 図2-3 (14) 7月2I日2I時をイニジャルとした 72 

時問予想 (24日2I時）， 500mb高度，
渦度

図2- 3 (15) ru)，地上気圧，降水1!l:
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2. 4 7月22日における予想

① 0 9時をイニシャルにした 23, 2 4日の予想

図 2-4(1)は， 7月 22日09時の地上天気図，図 2- 412)は， 09時の気象衛星の雲群析図

である。

2 2日0 9時をイデシャルとした 24時間予想図 (23日09時）のうち．図 2- 4  (3)に500

mb の高度と渦度，図 2- 4 (4)に 70 0 mbの上昇流， 8 5 0 mbの気温，風向・風速，図 2-

4(5)に地上気圧と降水蓋を示す。また， 36時問予想図 (23日21時）のうち．図 2- 4 (6)に

5 O O mりの高度と渦度，図 2- 4(7)に 70 0 mb の上昇流， 8 5 0 mbの気温．風向・風返，

図 2-4 (8)に地上気EEと降水量を示す。 48時間予想図 (24日09時）のうち，図 2- 4  (9)に

5 0 0 mb の高度と渦度，図 2-4UO)に地上気圧と降水量を示す。

2 2日09時，上海付近にある梅雨前線上の低気圧は， 13-15kmに達する活発な積乱雲群

を伴い東進している。それに伴い一時南下していた梅雨前線は，再び北上を始めた。

2 3日の午前中には， 5 0 0 mbの黄海付近の渦度が深まり， 70 O mbの大きな上昇域の中

心が対馬海峡に達している。そのため黄海南部でかなりの雨が予想されている。午後には 50 0 

mbの黄海付近の渦度がさらに深まり， 70 0 mbの大きな上昇域の中心が対馬海峡を通過して

いる。雨の中心域が対馬海峡に対している。

2 4日の午前中 vcは． 5 0 0 mbの黄海付近の渦度は弱まり，雨の中心域は停滞している。

以上の↓Fから． 2 3日から 24日にかけて，次のようた推定された。

上海付近vcある低気圧はゆっくりと東進し， 23日の夜半から 24日0)午前中紀かけて，対馬

海峡付近を通過する。そのため， 23日の午後から 24日の午前中にかけて，九州西岸では 20 

~ 2 5証，所により 10 0 mm以上の大雨が降る可能性がある。

R 2 1時をイニシャルとした 23, 2 4日の予想

図 2- 4 UVは， 7月22日2I時の地上天気図，図 2- 4112!，図 2 -41131は I5時の気象衛星

の写真と雲解析図，図 2-4114)，図 2- 41151は 2I時の気家衛星の写其と雲解析図である。

図 2- 4 U6)は， 2 I時の 30 0 mbの底度，気温の解析図，図 2- 4 U7)は； 5 0 0 mbの高度，

渦度の解析図，図 2- 4 UB)は， 70 0 mbの麻度，湿数 (T-TD)，風向・風返，図 2- 4 U9)は，

8 5 0 mbの高度，湿度，風向・風返の解析図を示す。

2 2日 2I時をイニシャルとした 24時間予想図 (23日2I時）のうち，図 2-4120IW::500

mbの高度と渦度，図 2- 4 (21)に 70 0 mbの上昇流， 85 0 mb 気温，風向・風速，図 2-

4 (22)に地上気圧と降水抵の予想図を示す。また， 3 6時間予想図 (24日09時）のうち，図

2 - 4(23) W:: 5 0 0 mbの輝度と渦度，図 2- 4(24) 7 0 0 mbの上昇流， 85 0 mb の気温，

風向・風返，図 2- 4(25) W::地上気圧と降水批の予想図を示す。

4 8時間予想図 (24日2I時）のうち，図 2- 4(26)に 50 O mbの高度と渦度，図 2- 4 

(27)に地上気圧と降水批の予想図を示す。
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図 2- ~(28) ～図 2 - 4(30)は， 23日03~09時， 09~1 5時， l5~2 1時の POP,PoHPで

ある。

これらの図を見て次の事がわかる。

切 黄海南部冗東進した悔雨前線上の低気圧は， 17畑冗達する積乱雲群を伴い，かなりの発達

した大規模じょう乱である。 （図 2 -4⑪～図 2-4!15)参照）。

（口） 3 0 0 _mb解折で九州の北に強風帯（ジニヴト気流）が存在し，その南側で大雨の可能性が

出ている。 500mb, 700mbの解析では，西北西の気流が卓芝しているが， 85 0 mb 

の湿数解祈から湿舌はなく，この時点で九州方面の大雨の可能性はない。（図 2-4U61～図 2

- 4 U9i)。

い 2 4時間予想では 23日2l時ごろ， 50 0 mbのプラスの渦度が九州た近づき， 70 0 mb 

の上昇域の中心が九州西岸に存在する。また予想雨益も，九州北部に中心域が近ついている。

このことから 23日21時こら．北州西北部でかなりの雨が有ることが見込まれる。（図2-

4(20) ～図 2- 4(22))。

（=-i'3 6時閲予想では 24日09時こ:6, 5 0 0 mb のプラスの渦度は余り動かず． 70 0 mb 

の上昇域は山陰沖紀抜けているが，降水最の中心域は依然として九州北部から山陰沖にある。

このことから．梅雨前線上の低気圧は九州に近づく iてつれ，速度を落し'24日の早朝．対馬海

映を抜（ナることが見込まれる。 （図 2- 4(23)～路12- 4(25)）。

厨 4 8時間予想では， 24日21時こる 50 0 mbのプラスの渦度はやン北上しているが，余

り東進していない。地上の降水盤も九州北部を中心域としており，低気圧は遅くかなりの雨が

降りそう。（図 2-4 (26)～図 2- 4 (27))。

(c'i POP, PoHPの予想図から， 2 3日15時～ 21時長崎，熊本紀大雨を予想しており．翌

日 (24日09時）まで大雨が玩く可能性があることを示している。（図 2- 4(28)～図ー 4

(30))。

以上の'/ドから， 2 2日21時の段階では， 23日から 24日は次のよう紀推定される。

上海沖にある梅雨前線上の低気圧は，ゆっくりと東進し， 24日の早朝 I((.対馬海峡を抜けると

考えられる。この低気圧は，活発な紆ほし雲を伴っているので，九州西部ではかなりの大雨が降る

可能性がある。 23日の午後から 24日の午前中にかけて 2Om•前後の雨が降り，多い所では

1 O O mmの雨が降るかも知れない。特戸長崎から熊本にかけて 23日 l5時以降にかなりの大

雨匹なる可能性があるo
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図2-4Ill 7月22日09時の地上天気図

::: :::::t::::.:::;::':::.:•:• 11 !!_A_S~":~ 量］：．9•埒茫匹：：袖．：•」● 99」戸l. J u l 1982 

図2-4(2) 7月22日09時，気象衛星裳解析図

図2-4(3) 7月22日09時をイニツャルとした 24時問 図2-4(4) 同， 700mb上昇流， 850mb気温，風向．風速

予想図 (23日09時）， 500mb高度，渦度

図2-,1(5) 同，地上気圧，降水批
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図2-,¥(6) 7月22日09時をイニツャルとした 36時問

予想図 (23日2I時）， 500mb高鹿，渦庶



図 2-4(7) 同， 700mb上昇流， 850mb気温，風向．風速 図 2-4(8) 同，地上気圧，降水祉

g

、̀ 1棠忠ふ江） 1 

図 2-4(9) 7月22日09時をイニツャルとした 48時間

予想図 (24日09時）． SOOmb高鹿，渦度
図 2-4 (10) 同，地上気圧，降水祉

図 2-4(! !) 7月22日2l時の地上天気図 呈岳□t:：,；•"芦呈翌：：:·"· I呈紐巨告苔晋喜F.：：、7,9C‘.9:

．且言璽已門岳戸；．． ＿ 

図2-4(13) 7月22日I5時．気象衡星雲解析図
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図2-4(15) 7月22日2I時，気象衛星雲解析図

}
5
 ヘ

、

,
7
|
|

八
-

1

 
』̀

會
}

IV 4̀ 

図2-4(16) 2 2日2I時，

（高度，気温，

300mb解析図

風向・風速）
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図2-4 (17) 2 2日21時． 500mb解析図（高度．渦度） 図2-4(18) 2 2日21時．

（高度，気温，

700mb解析図

湿数，風向・風速）

図 2-4 (19) 2 2日21時，

（高度，気温，

850mb解析図

湿数，風向・風速）

-ti 
と-，エ 4

Hel>.ffih1l ‘~ -’?‘1匹jno.._•§,蕊Cl

図 2-4(20) 7月22日21時をイニツャルとした 24時間

予想図 (23日21時）， 500mb商度，渦度
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同

ノ i/

A / I - ／ 1 _＿---- --
700mb上昇流， 850mb気温風向

・風速

図2-4(21 図2-4(22) 同，地上気圧，降水祉

ー・..‘'f//-―人！ il;、)}iヽ哭
図2-4(23) 7月22日2I時をイニツャルとした 36 

時問予想図 (24日09時）． SOOmb高度．

渦度

850mb気温，図 2-4 (24) 同， 700mb上昇流．
風向・風速

図2-4 (25) 

( 
＇ 
--.--<r-. 
： ←・,¥ . , .  9 9 

同．地上気圧．降水批

....勺
んヽ／ 4 

i •. -•ジ． i

図2-,J(26) 7月22日2I時をイニツャルとした 48時間

予想図 (24日2I時］． 500mb祁度．渦度
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PC玩 U24→
図2-4 (27) 同，地上気圧，降水批

種類 POP 初期時刻82年7月22日2I時 種類 PoHP 初期時刻 82年 7月22日21時
：予測時間帯7月23日03時～ 09時 ：予測時間帯7月23日03時～ 09時

図2-4(28) 7月22日2I時をイニツャルとした 23日03 -o 9時のPOP,PoHP 

種類 POP 初期時刻 82年 7月22日2I時

：予測時間帝8月24日09時～ l5時

種類 P oHP 初期時刻 82年7月22日2I時
：予測時間帯 8月24日09時～ I5時

図 2-4(29) 09-15時のPOP, Po HP 
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／
 種類 POP 初期時刻82年8月22日21時：

予測時間帯8月23日15時～21時

□1 

種類 PoHP 初期時刻82年8月22日21時
：予測時間帯8月23日15時～ 2I時

図2-4(30) 15-21時のPOP, PoHP 

2. 5 7月23日における予想

① 0 9時をイニシャルにした 23, 2 4日の予想

図 2- 5 (I)は 7月23日09時の地上天気図，図 2- 5 (2), (3)は 09時，図 2- 5 (4), 15)は

1 5時の気象衛星の雲写真と雲解析図である。

図 2- 5 (6), (7)は 23日09時の 5O O mbの高度，渦度，気温，風向・風返の解析図，図 2

- 5 (8), (9)は各々 70 0 mb, 8 5 0 mb のri訂度，気温，湿数の解析図を示す。

2 3日09時をイニシャルとした 24時間予想図 (24日09時）のうち，図 2- 5 uo)は500

mb の高度と渦度，図 2- 5闘 VC7 0 0 mb の上昇流， 8 0 0 mbの気温，風向・風速，図 2-

5U2！に地上気圧，降水粧の予想図を示す。

また， 36時lill予想図 (24日21時）のうち，図 2- 51131に 50 0 mb の麻度と渦度，図 2

-5114)に 70 0 mbの上昇流， 85 0 mb の気温，風向・風速，図 2- 41151に地上気圧，降水抵

の予想図を示す。

図 2- 5 061-081は， 23日09時をイニシャルとした 23日 15 - 2 1時， 2 3日21時～24

日03時， 24日03時～ 09時の POP, Pol-IPである。

これらの図を見て，次の tIiがわかる。

（イ） 朝鮮海峡に達した梅雨前線上の低気圧はゆっくり東進している。この低気圧は， 1 5血に達

する積乱雲群を伴つている。（図 2- 5 111-(5)参照）。

（口） 5 0 0 mb の解析から，プラスの渦度の中心が朝鮮海峡にあり， 700mb,850mbの湿数

(T-TD)の 3℃以下の領域が，湿舌状匹中国大陸から九州に達している。（図 2-5(6H9)）。

H 2 4時間予想では 24日09時ごる， 50 0 mb のプラスの渦度の中心域が山陰沖vc,700 

mb の上昇域が中国・四国地方に達し，降水地は九州付近でかなりの雨をもたらしている。

（図 2- 5 U0)-(12!)。

-20-



（二） 3 6時間予想では， 2 4日21時こてぅ 50 0 mb のプラスの渦度の近袋地方 tて移り， 7 0 0 

mbの上昇域も近畿地方に移っている。また，雨の中心域は中国・四国地方に移り，九州では

雨の峠を越えることが予想されている。（図 2-5U61～⑱）。

笛 POP, Po HPの予想から， 23日 15時～ 24日09時のあいだで，かなりの大雨が降る

ことが予想される。（図 4-5U91～図 4- 5 (22))。

以上の事から， 2 3日0 9時の段階では， 23日夜半から 24日にかけて次のように推定され

る。

朝鮮海峡にある梅雨前線上の低気圧は，ゆっくり東進し 23日の晩から 24日にかけて対馬海

峡に抜けると予想される。この低気圧の前面妬，かなり発逹した積乱雲群があぬため，前線，低

気圧の通過に伴い九州西部では大雨が降り 30m程度に達し，多い所では 15 0mに達する所も

出て来ると考えられる。

： 

J 

図2-511) 7月23日09時の地上天気図

斗 ~ :::・八●●＂＂＇ 度一“.,．．．，99999U•99 
｀コ：は：::::::::：•'芯， ；；； ：：：：：：：t：::;::・;,:"'"'It沿：：：：：；：：，t：：：：ぷ霊＇？．芯m:：;1~紐i:999:’・闊 9`:：• |三伍そ氾‘』• I声：紐笠把，“：出＇贔'， 9999,. | 
．．且言乳言冒□閂°ozJ!！L1982

99●●●●●● ●999●;:●● 9 ● 999 U, 6 MS • 2 

図2-5(3) 7月23日09時，気象衛星雲解析図
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炉て

図 2-5(51 23日］ 5時，気象衛星雲解析図

口・・・-;・ 
I 

図2-5(7) 同， 500mb高度，渦度

図2-5(9) 同． 850mb 

図2-5(6) 

図2-5(8) 同．

麿J-
ゞ̀t’‘̀--:::ー］

I 
7月23日09時の解析図，・ 500mb高度，

気温．風向・風速

.．: ： : ：．I :: : : : ： 
,:＃塩牛詞：・_ 

700mb高度，気温，湿数．風向・風速

図2-5(10) 7月23日09時をイニツャルとした 24時間
予想図{2 4日09時）． 500mb邸度．渦度
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図2-5 (13) 7月23日09時をイニッャルとした 36時問

予想図 (24日2I時）， 500mb高度，渦度

ー・
1

，ー
ーク，
 

;‘ 

同．地上気圧，降水批図2-5 (12 

-へへ•I ~--三了I/w三1;'，ご，w、麟
850mb気温，風向図2-5111) 同． 700mb上昇流．

・風速

り二／丁□瓢
図2-5 (14) 同， 700mb上昇流，

・風速

850mb気温，風向

aヽ
 

且
—
汀

39 

,‘、_

図 2-5 (15) 同．地上気圧．降水枇

-25-



口二三I鍔た l □ 

種類 POP 初期時刻82年7月23日09時： 種類 Po HP 初期時刻82年 7月23日09時：
予測時間帯8月23日!5時～ 2l時 予測時問帯8月23日l5時～ 2!時

図2-5(16) 7月23日09時をイニンャルとした l5-2 I時の POP. PoHP 

1
0、ー

。
＼
ー

/／J□/ 

種類 POP 初期時刻82年7月23日09時： 種類 PoHP 初期時刻82年7月23日09時：
予測時間帯7月23日2I時～ 03時 予測時間帯7月23日2l時～ 03時

図2-5 (!7) 同． 23日2l時～24日03時のPOP, PoHP 

t203 

／ 

種類 POP 

□I 

初期時刻82年 7月23日9時： 種類 Po HP  初期時刻82年 7月23日9時：
予測時間帝1月24日3時～ 9時 予測時間帯7月24日3時～ 9時

図2-5 {18)同． 24日03~09時のPOP, PoHP 
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3. 大雨・洪水注意報，警報発令時に姦ける大雨の実況監視と毎時間雨量予測

2章では，気泉 FAXで放送されている予想図の解析から， 7月23日から 24日にかけて，九州

西部で大雨が降る可能性のあることが， 38前の 20日から予想されていることが明らかになった。

長崎海洋気象台では， 23日 09時をイニシャルとした予想図を 15時ごるまでに入手しており，．

また 12時の背振山のレーダスケッチ図， 1 5時のレーダスケッチ図およびアメダス情報をもと ,c15 

時 25分に大雨・洪水注意報を発令している。ここでは，注惹報の発令時以降の， 16時 50分の警

報， 2 0時 40分 の大 雨惰 報池 1, 2 2時 20分の大雨情報:,...2, 2 3時 35分 の 大 雨 情 報池 3；て沿

っ て ， レ ー ダ 三 コ ー ス ケ ッ チ 図 ， ア メ ダ ス デ ー タ ， 建 設 省 の レ ー ダ 雨 最 計 の情報を用いて，大雨の実

況を監視，解析し，長崎市方面について今後の予想を試みる。

3.1 大雨・洪水注意報の発令 (15時 25分）以降

7月23日 I5時 25分 VL, 図 3- 1に示す大雨・洪水注意報が発令され た 。 図 3- 2に， I 2時

の地上天気図を示し，固 3-3紀， 09時， I 2時のレーダエコースケッチ図を示す。

揖 恨 発 K lIMII 5 7年 7 JI 

大1H•批水・強風・ 11i l:Ii. ik ill fEぷ恨 '//i 肱 2 3 U 1 5 ll.'， 2 5分

波ilii19滋恨を大 I：日・批水・強風． ufI:li・波 ilitI9謡報に切替えます。

発逹中の (J¥女tll9が対馬栂峡付近にあって東に進んでい ・iす。このため

11/jI4・i,｝ii線の t和［りが /f,発になってさ・±した。辰崎地方では 1ti'o'fりの風が強

く，除」こで l0メートル，航上で lO-I 5メートルで，今夕から 1≫1Mtc 

かけて 1Itを伴った強い iHが降り，がけ崩れや中小河川の陪Ik, ft；tiの披

将がおこる恐れがあり・ますので十分注；J;i； して下さい。 Hiiit:l3 0-5 0ミ

IJ, 多い所で 70-1 0 0 ミリの Jし込みです。•えた沿作の栂上では波が，Iしi

くなってさ士しょう。波の蒻さは 2~ 3メー 1,9レのみこみです。

囮3-1 1 5時25分発令の大雨・洪水注意報文

図3-2 7月23日I2時の地上天気図
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09OO/23 

S81 窃＼ ／）厄ぶ＾ぷ I./cuW62 

40k呪

図3-3 左図09時，右図 12時のレーダエコースケ 9 チ図

意報文にあるようた墓対馬海峡に低気圧が近づきつつあり，その低気圧に伴う雨域は全体的た対

馬海峡を南東進して•いる。この雨域は，低気I:Eの温曖前線上たあり，前線に直角方向にいくつかのパ

ンド状の構造の強いェコーを伴なっているのが特徴である。

注意報発令以降の大雨の実況監視と短時間降雨予測は，毎正時ごとの査科で解折する力ら解析する

資科（スケッチ図，＇アメダスデータ）の入手は毎正時の約 20 ~ 2 5分嵌になる，

そのため大雨を解析し，情報を伝達する時刻は 30分～ 35分頃になることに注意する必要がある。

Ill 1 5時

図 3- 4{l1は， 1 5時の背振山のレーダエコースケ・，チ図，図 3- 4 (2)は 15時のアメダス前

1時間雨盈と l5時のエコーの M以上の分布図をかさね合わせたもの，図 3-4{3)はアメダスiて

よる風向・風返と流線解折図である。

図 3-4(41ば， 1 4時 15分から l5時までの 15分間隔で示したレーダ雨最計による雨域の

変化を示す。図 3-415)は， レーダ雨祉計の雨域の特徴的な場所の移動経踏を示す。

図 3- 416)は， l 5時のレーダ雨益計雨証の 2次微分雨証分布図を示す。

この 2次敬分雨盛は，次のよう紀して求める。

8門R 1 
~ ¥ R(t-1)+R(t+])-2R(t)} 
（△t)' 

ここでは，上式を次のようにしている。

△'R(i,」:t)= 2 R,(i, j ; t) -lt (i, j ; t -15)-R,(i, j ; t + 15) 

ここで，

心 H(i,j; t) ；時刻 tvcぷけるメウシュ (i'j)地点の 2次徴分雨批

R(i, j ; t) ; U寺亥iit ('{.ふと（ナるメッシュ (i.j) J也，屯、())月司豆t
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図3-4(1) I 5時00分の背振山レーダエコースケ

ッチ図
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い
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図3-4(3) 1 5時のアメダスによる風向・風速と流線解析図

図3-4(2) 1 5時のアメダスによる雨益分布図．

点線は図 3-4(1)のスケッチ図のM以上を示す。

図 3-4(5) ゜
50 lQOKm 

14時 15分から 15時までのレーダ雨批計

による雨域追跡， 15分間隔
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黒くぬりつぷした雨域は，降雨強度80 m/h以上を示す。
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R(i, j; t-15)； 時刻 1から 15分前のメッシュ (i. j)地点の雨最

R(i,j;t+l5)； 時刻 1 から 1.5 分悛のメッシュ (I• j)地点の雨扁

この式の意味は，前後の時刻の平均雨盤より現在の時刻の雨祉が多ければプラスになるので，

雨巌の増加，桓大がわかる。これをレーダ雨益計の各メッシュについて計冥すると，雨羹の増加

域として示すことができる。図 3- 416)は，その例である。この図から，雨黛の増加域は，北東

から南西の走向を持ったきれいな帝状；こなっていることがわかる。また，この帯状の雨盆の増加

域は，約 50 km閥隊で並んでおり，この波状構造は大雨時に良（現われるものの 1つである。

これらの巾から次の4iがわかる。

（イ） スケッチ図から，ェコーシステムは南東へ 35畑／ hで移動している。また， 2つの M以上

のパンドエコーで描成され，対馬の 6O mm/ hの降雨は，後のパンド（主・ンステム）で，平戸

の 10 mm/ hの降雨は前方のパンド（サブ・ンズテム）たよって引き起こされていることがわか

る（図 3-4(11, (21)。

（口） 五島列島の福江では，南西の風が吹き始め，西海岸は収束帯になりつヽある。これは長崎地

方の大雨のバターンである。（図 3- 4 (31)。

り 長崎から北西方向たは，レーダ親測では強いェコー (M以上）は存在しないが，サプ、ンステ

ムの通過予想は 1時間後，主システムは 2~ 3時間後と予想される。

（二） レーダ雨；；t計による［弱域を兄ると，ェコースケッチ図の前方のバンドエコーが，レーダ雨最

計 vcよって捕捉され始めたことをぷしている。その1i1J方のパンドエコー全体は衰弱しながら南

東へ移動しているが，その中の個々の雨域は東南東へ約 5O km/hで移動していることがわか

る。（図 3- 4 (41, (5))。•

（オj 雨益の増加域は， 1 5時現在，袖岡から長崎にかけて楷状に近づいている。この帯状の雨最

の増加域は福岡方面で増加最は多いが，長崎方面では余り多くないことを示している。（図 3

- 4 (6))。

•-•· 
図 3-4(6) 15時のレーダ雨徽計による雨最

の増加域 (2次傲分雨i1l:)
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以上の単から， 1 5時紀なける長崎市方面の今後 3時間先までの予想雨菰ば，次のよう冗なる

と考えられる。

対馬海峡に低気圧が近づいて士り，その低気圧た伴う前線が活発化している。背岳山レーダの

親測では， 2つのニコーパンドが対馬海映疋あり， l 5時現在前方のバンドは平戸付近にあり，

悛方のパンドは対馬を通過した。アメダス視測によると前方のパンドは 10 ~ l 5 mm/ h, 悛方

のバンドは 60H/h以上の雨を降らせている。今後， 2~3時間後匹，後方のパンドニコーの

影響が長岡市方面に起きると思われる。

今後の長崎市の予想雨祉は，

l 6時 1 7時 1 8時

0 - 2 m謂 5 - 1 0 m 2 0-3 0胃胃

(2) 1 6時

図 3-5{l}は 16時のレーダエコースケッチ図，図 3- 5(2)は 16時のアメダス雨抵分布とエ

コーのM以上の分布図，区」 3-5(3)はアメダスによる風向・風速と流線解析図を示した。

函 3-5 (4)は， 15時 20分から 15時 05分までの l5分間廂で示したレーダ雨誠言tによる

雨域の変化を示す。図 3- 5(5)は，レーダ雨批計の個々の雨域の移勁経路を示す。図 3 -5(6)は，

レーダ雨量計雨蓋の増加域 (2次微分雨鍼）を l5分間廂で示したものである。

これらの l6時現在の資科から，次の屯がわかる。

（イ） レーダ観測から，前方のエコーパンドは離散的になり，九州内睦部に入り 5~ 8m/hの雨

をもたらせている。

一方，後方の主バンドエコーは，五島列島から平戸冗かけて接近しており．主バンドエコー

の影響の出ている所では，すでiC2 O ~ 4 0 mm/ hの雨が降り始めている。（図 3-5(1),(2)) 

（口） アメダスの雨域追跡では． 30 ~ 6 0畑で東南東へ雨域が移動している。

い アメダスの風向・風返，流線解析では．五島列島（福江）で lO m/s 以上の南南西の風が

吹き始め，長崎西岸では収束が強化されている（図 3- 5(3)）。

（二） レーダ雨誠言tvcよる雨域を見ると，スケッチ図に示されている前方のパンド状のエコーに対

応する雨域が，衰えながら全体的に東南東へ約 50皿／ hで移動している。（囮 3- 5 (41, (5)) 

笛 レーダ雨扁計雨盤の増加域は，北東から南西に約 50胆閻隠で帯状に並んでおり，全体的た

南東へ移動している。 l6時までは，長崎付近は，雨の増加城が通過せず，雨がほとんど降っ

てし、なし、。 （図 3- 5 (6))。
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図3-5(3) 1 6時のアメダスの風向・風速および流線解析

図 3-5(5)
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15時から 16時までのレーダ雨批計

による雨域追跡， 15分間隔
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以上の資料から， l 6時におげる長弯市の今袂 3時間先さでの予想雨杭は，次のようしてたる。

対馬海峡に近づいてくる低気圧 (C伴うエコーは，全体的に南下を続げている。エコーは， 2つ

のバン・トそ構成され，前方のエ＝ーパンドは九州内陸に上埜し， 7 ～ 8m/hの雨を降 ら せ ，歪

方の主パ ンドエコーは九州紀芸近し，平戸付近t：：：その影響が出姶め，すでに 20D/hの雨が降

り始めてい る 。 今 因 こ れ ら の エ ＝ーは南菜へ移動するため，長崎市方面では 2時間以降かなり

の雨が降る見込み。今後の長芍市方面の予想雨醤11,

'l 7時

O - 1 mm 

1 8時

6 - 1 0 m碩

1 9時

20-30n 

3.2 大雨・洪水警報の発令 (16時 50分 ） 以 降

1 6時 50分，図 3- 6に示すように大雨・洪水注意報は筈報妬切り変えられた。

ここでは，笞報発令以降の気菜情報を解析し，予忠をおこなう。

(ll l 7時ダ

図 3- 711)は， 1 7時0)レーダエコースケ 9 チ図，図 3~ 7(21は， 1 7時のアメダス雨批分布

図 (16~ 17時）とエコーのM以上の分布図，図 3-7{3lはアメダスの風向・風返および流線解析図を示す。

大 III. 9じ水

強風． mm.披 ii<
n
分

。
5
 

7
 

勾

年
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?
 

5

H

 

加

23

火

験

刃

、

閉知
大柑・洪水・ 1国・強嵐•波浪注茸恨を大用・洪水誓怜． fii!1 ・強風・

彼浪rI'，麻恨に切り株え士ナ。

対，＂，J蚊に低気庄があって東にiIしんでおり，梅碩前線0枯勁が括発に

たってさ→した。

怯炉9り方では今クから'!ぼlにかけて"年々笛を伴った強い用が陥り山崩

れ．がけ崩れ．低地の校＊．河川の埒水．はんらん．沼笛など大きな災

1fの発!I：ナる恐れがあ btす十分賓戒して下さい。

', Hj侃は 50 •·ら l O O ミリの見込みですが． Ii，}1也的には l5 0ミりを

こえる所もあり比校的tりかい時間に集中して知るでしょう。

えた．＂i よりの凧炉-~1 ('料!:で 10メートル．崩上では IO~I Sメ

ー994Ci'tlし．波が謀くたる見込みでナので船は注意して下さいo 波の

科さは 2~31-卜ん <l.l)/，込みでナ。

図3-6 大 雨 ・ 洪 水 笞 報 文
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図 3- 7 (4)は，レーダ雨誠計妬よる 16時 20分から 17時 05分までの 15 分間隔の雨誠分•

分の変化を示し，図 3- 7(5)は， I 6時から 17時までのレーダ雨菰計による雨域の追跡を示し，

図 3- 5(6)は， 1 6時 15分から I7時までのレーダ雨盛計雨批の増加域 C2次寂分雨蓋）を15

分間廃で示したものである。

これらの 17時の資科から，次の事がわかる。

H） レーダ親測のスケッチ図から主バンドエコーの前方のパンドエコーは，九州内陸部で 5m/h

の雨を降らせている。

一方，；主パンドエコーシステムは，平戸，北松浦半品，西彼杵半島にさしかヽり，平戸では

8 4 mm/h の雨を降ら生ている（図 3- 7 (11, :2))。

（口） アメダスの雨域追跡では， 2 5 - 3 0 km/hで南東に移動している。

しう アメダスの風向・風速，流線解析では，五島列島の福江で 10 m/s 以上の南西の風が吹き，

長崎，雲仙，天草で南風が吹いているため，長崎県西部の海岸では収束帯となっている（図 3

- 7 (3))。

（二） レーダ雨抵計の雨最分布の変化を見ると，スケッチ図で解析された前方のパンドエコーに相

当する雨域は，降雨強度 5O mm/ h以上の雨最を示しながらや>離散的になりつつある。実際

の地上雨盤は 5m/ hであることから，前方のバンドエコーに相当するレーダ雨批計の雨盤は

過大vc出ている。

一方，スケ・；チ図で解析され，平戸付近で 80 m/h以上の崇雨を降らせている主パンドエ

コーに相当するレーダ雨倣計の雨域は， 80 m/h以上の楷状の雨域としてレーダ雨最計の北

西象限に出現し，東南東へ 50畑／ hで移動している。（図 3- 7 (41, (5)) 

紺 レーダ雨盈計雨批の増加城の変化を見ると北東から南西に伸びる走向を持った大きな帯状の

雨祉増加城が，内陸部に 1つと北西の海上ilCIつ現われている。その間隔は約 12 0 kmで，その

間に離散的で増加量の少ない雨祉の増加域が見られる。長崎市付近は， 1 6時 45分から 17 

時侭かけて，多少雨最が増えた時間があった。（図 3- 7 (6)) 

以上の資科と考察から， I 7時における長崎市方面の今後 3時間の予想は次のようになる。

対馬海峡付近の低気圧に伴うエコーは，全体に 35 km/hで南東進を続けている。エコーは，

2つのパンドエコーで構成され，前方のエコーパンドは内陸部にあるが 5m/h と弱く，一方後

方のエコーバンドは平戸で 84 mm/ hの雨を降らせるなどかなり強いものである。今後，これら

のエコーは南東へ移動するため，長崎市方面では 1時間以内にかなりの雨が降り始め，断続的に

2 ~ 3時間続く・見込み。今彼の長崎市方面の予想雨批は，

1 8時 I 1 9時 2 0時

10-15••1 25-35•孤 6 0 - 8 0 mm 
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図3-7(3) 1 7時のアメダス妬よる1剥向・風速

および流線解析
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I 6時から I7時までのレーダ雨拭計

紀よる雨域追跡， I 5分間隔
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図3-7(6) レーダ雨批計雨醤の増加域。

1 6時 15分から l7時までの 15分間隔
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(21 1 8時

固 3-8 {lIは 18時のレーダ親測 tてよるスケッチ図，図 3- 8 {21は I8時0)アメダス雨菰分布

(17-18時）とエコーのM以上の分布図，図 3-8 13)はアメダスの風向・風辿および流線解

析図を示す。

図 3- 8 14)は，レーダ雨量計による 17時 20分から 18時 05分までの 15分閻隔の雨絨分

布を示し，図 3- 8{5)は， I 7時から I8時までのレーダ雨椛計による雨域の追跡結果を示し，

図 3- 816)は，レーダ雨抵計雨漿の増加域 (2次徴分雨飯）を示したものである。

これらの I8時の資科から次の！井がわかる。

（イ） スケッチ図から，主パンドエコーシステムは九州に上陸し，松浦では 89 m胃／ hの雨を降ら

せている。システム全体は東南東へ 30 km/hで移動している（図 3- 8{11, (21)。

（口） アメダスの風向・風返，流線解析では五島列島の福江で南西流，長崎，天草で南の風が吹い

ており，西彼杵半島では収束帯となっている。この現象は，前の時問からほとんど変化がなく，

そのためかなりの雨が持続しそうである。（函 3-8(3)) 

（介 アメダスの雨域追跡では，東南東へ 40 km/hで移動している。

呂 レーダ雨最計による雨域の変化を見ると．スケッチ図で解析された主パンドエコー妬相当す

る雨域は，全体的に東南東へ約 40 km/h で移動している。スケッチ図では．レーダ電波が降

雨による減衰を受け，強いエコー域が団塊状となり，大雨と強いエコー域が一致しないが，レ

ーダ雨批計の雨域は，楷状に南西に仲びている。（図 3- 8 (41, (5)) 

紺 レーダ雨批計雨益の増加域を見ると，主パンドエコー域に相当する増加域が I7時 30分頃

までは，帯状に北東から南西に伸びていたが，その後，離散術になりつ>あることがわかる。

長崎市付近は， 1 5時 30分と I8時ごる紀雨の多い時期があった。長崎市付近は， 30分間

隔で雨蓋の増加域が西から東へ通過しているようである。（図 3-8 (6)) 

以上の 18時の資料から今後 3時間の予想は次のようになる。

対馬海峡の低気圧に伴うエコーは，南東進を続け，現在強いエコーは松浦～佐世保付近に達し

ている。この強いェコーは現在 89 m/h以上の雨を降らせている。

このエコーは，今後も南東へ移動するため，現在降っている雨よりもさらに強くなり， 2~3

時間続（見込み。今後の長崎市方面の予想雨批は，

ロ 2 0時 1 2 1時 | 
40-6QmmT 30-40mm I 
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~OKm 

図 3-8(5) l 7時から 18時までのレーダ雨批計

紀よる雨域追跡， 1 5分間隔

図3-8(3) l 8時のアメダスの風向・風速および流線解析
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図3-8(6) レーダ雨批計雨益の増加域。

l 7時 15分から 18時までの 15分間廂
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(31 1 9時

図 3-911)は I9時のレーダ視測のスケッテ図，図 3- 912)は l9時のアメダス雨批分布 (18

~ 1 9 時）と•エコーの M以上の分布図，図 3 - 913)はアメダスの風向・風返および流線解析図を

ホ 3。

医 3- 9 (4)は，レーダ雨蓋計（てよる l8時 20分から 19時 05分までの雨域の変化を示し，

図 3-9(5)は，その雨域の移動経路を示し，図 3-9(6)は，レーダ雨量計雨盤の増加域を， 1 8 

時 15分から・ l9時まで 15分間悟で示したものである。

これら •O)1 9時の資科から次のことがわかる。

H） スケッチ図からエコー全体は南東へ 30四／ hで移動している。長崎県の西彼杵半島ではエ

コーのM以上のものは見い出されないが，艮浦岳で 15 3 mm/h の雨が降っており M以上のエ

コーのみを滞目せず，全体のパンドの傾向に注意する必要がある（図 3- 9 (IJ, (2))。

（口） アメダスの雨域は， 1 8 - 1 9時までの閥 K 3 0皿／ hで南東へ移動している。

い アメダスの風向・風速，流線解析では，五島列島の福江で西南西の気流が，雲仙，天草で南

の気流が卓越しており，西彼杵半島付近は相変らず収束帯になっている（図 3- 9 (31)。

（⇒ レーダ雨砒計の雨域の変化では，スケッチ図は長浦岳の太雨に相当ずる強いェコーを降雨減

衰のため解析していないが，レーダ雨批計は降雨強度 8O mm/ h以上の強い雨域が長浦岳付近

にあることを示している。他の雨域は，東へ移動しているが，長浦岳付近の強い雨域は，ゆっ

くり南東へ移動している（図 3- 9 (,j), (5))。

紺 レーダ雨批計雨批の増加域は，ゃ＞離散的 vc なる傾向を示しつつ•も，北東から南西 vc 走る帯

状構造を形成していたが， 1 8時 45分こ？辻こなると，急激に離散的になり始めた。この頃，

降雨のメカニズムが変わったことを暗示している。また，長崎市付近は 19時ごろ急た雨菰が

増加し始めた（図 3- 9 (6))。

以上の資料から． 19時における長崎市方面の今後 3時間の予想は，次の通りになる。

対馬海峡付近の低気圧vc伴うエコーは南東へ移動し，強いエコー域は現在九州北部に達してい

る。現在長浦岳で I5 3 mm/ hを降らせているエコーはさらに南東進するため，長崎市方面では

1時間以内紀 IO O mm/ h以上の雨が降る見込み。今後の長崎市方面の予想雨菰は，

| 10: ：n: 30訊m| 6 02-1;1寺om”| 3 0予叶
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図 3-9(5) 1 8時から l9時までのレータ爾批計

による雨域追跡， 1 5分問廂
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(41 2 0時

図 3- 1 0 ll)は 20時のレーダニコースケッチ図， 図 3- 1 012)は 20時のアメダス雨蓋分布

図 (19-20時）とスケッチ図のM以上の分布図をかさねあわ生たものである。図 3- I 0!31 

アメダスの風向・風返分布と流線解析図を示す。は，

図 3- 1 0 (4)は， 1 9時 20分 か ら 20時 05分までのレーダ雨盪計の雨域の変化を示し，図

その雨域の移動経路を示し

蛍分雨盈）の変化を示したものである。

3 - I O (5)は， 図 3- 1 0 16)は， レーダ雨盤計雨批の増加域 (2次

これら 20時の資料から， 次の事が言える。

H) レーダ親測のスケッチ図から， ニコー全体は東西に伸びる様な形に変わりつ>あることがわ

かる。 ェコー全体は南東へ 30 km/hで移動しているが， 1 0 0 mm/ h以上の雨を降らせてい

るM以上のエコーのバターンが前 1時間と比ぺ変化していることに注意する必要がある（図 3

-10(11,(21)。

（口）

H 

アメグスの雨域は， 南東へゆっくり移動している。

アメダスの風向・風速， 流線解析では五島列島の福江で南西流が依然として続き， 長崎， 天

草では南の風が吹いており， 西彼杵半島では収束帯となり上昇流が予想され， 依然として雨が

続きそうである（図 3- 1 0 131)。

呂 レーダ雨低計の雨域の変化は， 個々の雨域は， 東または東北東へ移動する傾向にあるが， 長

崎付近では南東進している（図 3- 1 0 {41, (5)）。

（ホ） レーダ雨砥計雨扁の増加域は， I 9時から I9時伶15分こる艮町市付近を通過した以外はそ

の後通過していない（図 3- 1 0 (6))。

（ここで，参考までに長崎市付近のレーダ雨批計の雨批と地上雨批を比較してみる。図 3 -

I 0(7)は， 長崎海洋気家台の 10分雨批の変化図であるが， これを見ると 17時ごろ， 一時雨

最の増大が有った後， 2 0時こるまで 10分雨批は急返に増えていた。そして 20時たは I0 

分雨批 25 mm (降雨強度 15 0 mm/ h ）に達している。 とこるが， レーダ雨批計の雨域惰報

（図 3- 1 0 i41)では， 長崎市付近は大雨域が東へ遠ざかり， 2 0時こる降雨強度 20 m/  h 

前後の降雨となっていた。

の豪雨域があり，

これは，

このためレーダ電波が降雨による減衰を著るしく受けたものと想像される。）

以上の 20時の査料から，

レーダ雨盤計のサイトと長崎市の間に， 1 0 0韮／ h以上

長崎方面の今後 3時間の予想は次のようになる。

現在， 長崎県に大雨をもたらせているェコーは南東へ 30畑／ h移動しているが，

彼杵半島付近は風の収束楷となっているため， 今後も 1~ 2時間続く見込み。

長崎から西

2 1時 2 2時 2 3時

90-llOmm 80-IOOm研 20-40mm 
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図3-l 0(3) 2 0時のアメダスの風向・風速および流線解析 による雨域追跡． l5分間隔
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図3-10(41 レーダ雨屈計紀よる 19時 20分から 20時 05分までの 15分間隔の雨域
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図3.:._1 0(6) レーダ雨搬計雨盪の増加域。

1 9時 15分から 20時までの 15分間隔
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図 3- 1  0 (7) 昭和 57年 7月23日17時から 24時にかけて，長崎海洋気象台で

親測された 10分雨最とその 30分移動平均，および 1時間雨批。

（久保木 (19 8 3)の論文から，修正し記載）

3.3 大雨情報No.l発表 (20時 40分）以降

長崎海洋気象台では， 2 0時 40分vc図 3- 1 1に示すような大雨情報池 1を発表している。ここ

では，大雨情報池 1以降の気象情報を解析し，長崎市方血の予想を試みる。

{11 2 1時

図 3- 1 2 {I)は 2 1時のレーダ親測のスケッチ図，図 3- 1 2 {2)は 2 1時のアメダス雨批分布

昭和 57年 7月23日20時 40分発表 大 雨 情 報
第 1 号

梅 雨 前 線 の 活 曲 が 活 発 と なっており長崎地方では夕方からかなり強い雨が

降ってい士す。

今日 16h-17h さで．乎戸で 84ミリ． 17h-18hまで松iliで 89ミ

'）, !Bh-19h-;で大湘戸で 64ミリ． L乏iII岳 I5 3ミリ・えた 19h-20h

さで長崎で II 5ミリ．長補岳 II 8ミリ，諌早 I6 ミリ．大村で 68ミリとな

ってい士す。

•この I村は． J史灼県巾部．南脊を中心 rc 士だ l ~ 2時間紐さ．士たその後も

断統的に 1月柑はで強い雨が降り士すので厳誼に注意して下さい。

今仮の滸潮 i:I午後 I6時 35分です。

図3-1I 2 0時40分発表の大雨情報Ali!の文

-53-



図 (20~21時）とスケ 9 チ図の M以上の分布図をかさね合わせたものである。図 3- 1 2131 

は，アメダスの風向・風速分布と流線屏祈図を示す。

図 3- 1 214}は， レーダ雨賊計による l5分閥箔の雨域の変化を示し，図 3-1 2{5)は，雨域の

移動経路を示し，図 3-1 2(6)は，レーダ雨紋計雨批の増加域 (2次徴分雨菰）を示したものであ

る。

これらの 21時の資料から，次の＇ドが言える。

（イ） スケッチ図からエコーシステム全体は南東へ 30畑／ hで移動しているが． M以上の要し、エコ

ーは 20時ごるから長崎限の西恢杵半晶の上を東西に 1串び， 21時ではより明瞭となった。.¥！以

上のエコーの下では， 90m/h以上の雨が降り玩いている（図 3-12111, (21)。

（口） アメダス紀よる雨域は，約 30皿／hで東進している。

い アメダスの風向•風遥流線解析では依然として五島列品の南西流．天草の雨風が玩き，西彼

杵半島で収束帯となり上昇域となっている（固 3- 1 2 {31)。

（⇒、レーダ雨最計の雨域を見ると，個々の雨域は東へ約 40畑／ hで移勅し，大雨域（降雨強度 80

mm/h以上の黒くぬった部分）は，長崎県の東部から雲仙付近で停滞している。また，図 3-10

{9)に示すように， 20時から 21時までの長的市の降雨変化が， 20時 20分こるまで l0分雨

:lll:2 2皿以上（降雨強度 12 O••/h 以上）の豪雨が有ったことを示し， 2 0時 20分から 40 

分ごるまで 10分雨益 l2 mm前後（降雨強度 70 m/h所i後）とやヽ小降り紀なったが，再び

2 0時 50分ごろ 10分雨飯 19証（降雨強度 12 Om曰／ h程度）と強くなった。とこるが，レ

ーダ雨醤計0)1 5分閻隠0)長崎市付近の降雨強度は 20刃団／ h前後が持続していることを示し農

この頃のレーダ雨枇計は，崇雨妬よってレーダ屯波が著るしく降雨減衰を受けていたことを示し

ている（図 3- 1 2 (4l, (5))。

紺 レーダ雨最言t雨盈の増加域は， 20時 30分ごるまでは，離散的になっていたが，その後，北

西から南東へ伸びる帯状構造を示し始めた。長崎市付近は， 20時 15分どると 45分ごろに雨

盈の増加 が 在 尻 こ れ は 図 3-l o(9)の 10分雨抗の変化と概略的に対応している（図 3-1  2 

16))。

以項の資料から，長崎市方面の今悛 3時間の予想は次のようになる。

現在長崎県付近冗強いェコー域があり，南東へ 30 Km/hで移動している。また，次の強いエコ

ーも来る可能性があり，現在の強い雨は今後も 1~ 2時間玩くと思われる。

今悛の長崎市方面の予想雨紐は喜

I 2 2時

I 8 0 - l o om □汽□2 0 2 -4 4 11寺om i 
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図3-1 2(1) 2 1時，レーダエコースケッチ図

21JST 

C 
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図3-12(2) 21時，アメダス雨証分布 (20 -2 I時），

M以上のエコー分布（点線）

ぬ•

゜
50 100Km 

図 3- I 2(5) 2 0時から 2I時までのレーダ雨癒計

図3-I 2(3) 2 I時のアメダスの風向・風速．流線解析図 妬よる雨域追跡， I 5分間隔
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図3-12(4) レーダ雨批計たよる 20時 20分から 21時 05分までの 15分間隊の雨域

-56-



20:15 20:30 

--•一 0•一ヽ• ・?,77.. ---•• - ．、• --•--9 で・ r· •m- rン：；ヽ―•_＿_＿o---． 9 / - •-- -

. -.~.x, -．て 、'――
• -.—~”-.. --・ •”,ク-- • 

20:45 21: 00 

図3-12(6) レーダ雨抵計雨批の増加域。

2 0時 15分から 21時までの 15分間隔
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(21 2 2時

図 3-1 3(llは 22時のレーダ視測のスケッチ図，図 3- 1 3 (2)は 22時のアメダス雨紐分

図 (21~22時）とスケッチ図のM以上の分布図をかさねあわ生たものである。図 3- 1 3(3} 

はアメダスの風向・風返と流線解析図を示す。

図 3-1 3(4)は，レーダ雨盆計 (J)15分間隔の雨域の変化を示し，図 3- 1 3 15)は，その雨域

の移動経路を示し，図 3-'-l 3161は，レーダ雨盤計雨盤の増加域を示したものである。

これらの 22時の査科から次の事が言える。

印 スケ 9 チ図から，＼！以上のエコーは相変らず長崎県の上空を東西に伸び，ほとんど動いてい

ない。 M以上のエコーの下では， 90.~100訊百／ hの雨が降り続いている（図 3-13(1), (2)) 

（口） アメダスの雨域は長崎付近でほとんど動いていない様に見える。

しi アメダスの風向・風返，流線解析では五島列島の福江では西の風妬変わり，天草付近は南の

風が入っている。収束帯は，南下を姥め i 長四付近の豪雨域は南下する可能性が出て来始め，

現在の大雨は峠を越えつ>あることを示している（図 3- 1 3 [3)）。

（⇒ レーダ雨最計の雨域は，長崎県東部から雲仙方面で降雨強度 80m/h以上（黒ぬりの部分）

がほとんど動いていない様1-C見えるが， 22時ごるその大きさも小さくなった。

レーダ雨量計では，長崎市付近は降雨強度20 111111/h前後が続いていたが． I 0分雨盗の記

録は 2l時 30分・ごる 22団11!(降雨強度 12 8 m隈／ h)の大雨ピークを記錢した以外 l611111!前

後（降雨強度 90//1胃／h前後）が降り続いており 'Vーダ雨誠計の降雨減衰は長崎市方面で続

いていたことを示している（図3:-13 (4), (5))。

（オ｝ レーダ雨蓋計雨最の増加域は，北西から南東方向紀並びつヽあるが，相変らず離散的で全体

に東へ移動している。長崎市付近は， 2 1時 15分ごろ， 2I時 30 ~ 4 5分どる雨が増えた

ことを示している（図3- 1 3(6)）。

以上の衰料から，長崎市方面の今後 3時間の予想は，次のようになる。

/ ~, 

現在長崎付近た強いェコーがありほとんど動いていない。その強いェコーは lO O m111/ hの雨

を伴っており今袋も断続的に玩く見込み。ただし，地上風向に変化があるため，強雨域は南東進

し，天草方面爬移る可能性がある。

今後の艮崎市方面の予想雨批は，

．．．．  

l 80::1:,o m l 6 02-4;i寺om l 2 0゚＿1 4時om l 
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図3-I 3(1) 2 2時．レーダエコースケッチ図

ノ

茎

i
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図3-13(2) 2 2時，アメダス雨祉分布(21 ~2  2時）

とM以上のエコー（点線）

図3-1 3 (3) 2 2時，アメダスの風向・風速，流線解析
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による雨域追跡， 1 5分間隔
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図 3-1 3 (6) レーダ雨掘言t雨批の増加域。

2 1時 15分から 22時までの 15分間隔

3.4 大雨情報No.2発 表 (22時 20分）以降

長崎海洋気象台では，図 3- 1 4妬示すような大雨情報池 2を 22時 20分に発表した。ここで

は，大雨惰報Nu2発表以降の気象情報を解析し，長崎市方面に対する短時間雨批予測を試みる。

Ill 2 3時

図 3- 1 5 ll)は 23時のレーダ観測のスケッチ図，図 3- 1 512)は 23時のアメダス雨批分布

図 (22-23時）とスケッチ図の M以上の分布図をかさね合わせたものである。図 3- 1 5131 
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昭和 57年 7月23 S 2 2時20分発表 大雨情報
第 2 サ

2 t時 背玉山のレーダ情柑によれば強いHiの1区城i:tk苅 iii,'ii.I;，¥泣中諏

佐世保市，大村市．疎早r1iを阻む広い範囲にあって 1時間前からはほとんど

勤いていさとん。

今任，明ao朝さでには更i'C70~100ミリ，多い所では 150ミリを超える

みこみですから引ピさ取lt資戒して下さい。

降り出しからの紺批は

； 平戸 l9 0,佐世保 l8 8,大村 236，誅斗 30l ，此比~ 3 5 8, ~むiii 岳 3 8 8, /J, 

屈(74 iリとなってい・ぇナ。

図3-I 4 2 2時20分発表，大雨情報Ao2の文

はアメダスの風向・風迅と流線解析図を示す。

図 3- 1 5 (4)は，レーダ雨益計たよる 15分間隔の雨域の変化を示し，図 3...;.1 5 (5)は．その

雨域の移動経路を示し，図 3- 1 5 (6)は，レーダ雨癒計雨批の増加域の 15分間隊の変化を示す。

これらの 23時の資料から次の事が言える。

（イ） スケッチ図から， M以上のエコーは相変らず長崎県の上空を東西に伸び，ほとんど動いてい

る様子はない。ただし，前の時間(22時）とくらぺてややエコーは衰え始めている。地上雨

量もM以上のエコーの下で 50 ~ 6 0 m/hと前の時間とくらぺ少なくなっている（図 3-

1 5(11, (21)。•

ロ アメダスの雨城は南東へ 30畑で移動している。

り アメダスの風向・風速，流線解析では五島列島付近の南西流が弱まり，天草付近の南風も弱

まりつつあるので，収束域は西彼杵半島付近たあるが全体的に衰弱の傾向にある（図 3-1 5 

(3))。

（二） いーダ雨抵計の雨域を見ると，降雨強度 80証／h以上の大雨域（黒ぬりの部分）は，長崎

市の東方にある。また，長崎市付近のレーク．雨証強度は， 30m/hの間を変動しており，長

崎海洋気象台の 10分間雨盈も 5匹から 14 m  （降雨強度 3On/hから 80m/h)の間を

変化し良く対応していた。

このことから，レーダ雨餓計の降雨減衰は， 2 2時以降なくなり正常化したと思われる（図

3 - 1 5 (4))。

困 ・ず停滞気味であるが，個々の雨域は全般冗東へ移動している（図 3- 1 5 (4), 

{5))。

（→ レーダ雨菰計雨盤の増加域は，北西から南東へ並ぷ傾向を示しているが，相変らず離散的で

ある。全体は，東へ移動している。

長崎市付近は，西から移動して来た増加域の影響で， 22時 l5分ごろ， 4 5分から 2 3時

紀かけて雨批が増加したが合これは長崎海洋気象台の 10分雨批の増加と良く対応している。

（図 3- 1 5 [61)。
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図3-1 5 (2) 2 3時，アメダス雨批分布 (22-23時）．

M以上のエコー（点線）
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図3-1 5 (3) 2 3時，アメダスの風向・風速，流線解析
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9 月~OKm
図 3-15(5) 2 2時から 23時までのレーダ雨批計

による雨域追跡， 15分間廂
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以上の 23時の査科から，長写市方面の今悛 3時聞の予想：ま次の通り｛てなると考えられる。

「現在長埼市付近たあるエコーはほとんど動いていないが，全体的に衰えているため雨は少な

くたる見込み。また大雨域は雲仙方面に移りつつある。」

今後の長芍方面の予想雨批は，

I 202 -4 4時omm I 1 0゚＿1 2時omm I 
5 ーデ

22: 15 22:30 
----一~ --- L - - - ”_ _ ＿ ・― 曹● - - --・一

• ----- . -• -- --・ •一・一• 7 - --- • •一 ．．．．・・-・・・-・ 

22: 45 23:00 

-------・... ・ ・ ・ - ・ --・・-...  ·------~-—-..... 

図 3-15(6) レーダ雨批計雨抵の増加域。

2 2時 15分から 23時までの 15分間隔
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3.5 大雨情報N>.3発表 (23時 35分）以降

長埼海洋気象台では，図 3-1 6に示すような大雨情報油 3を 23時 35分紀発表した。ここでば，

大雨情報:-in3発表以降の気象情報を屏折し，長埼百方面に対する垣時間雨巌予測を試みる。

(II 2 4時

医 3- 1  7 (!)は 2 4 時のレーダ親誤りのスケ•,チ図，図 3- 1 7(21は 24時のアメダス雨批分布

図 (22-23時）とスケ.,チ図のM以上の分布図をかさね合わせたものである。図 3- 1 7{3} 

はアメダスの風向・風速，流線辞祈図を示す。

図 3- 1 7 (4は，レー 9詞誠計(/)15分1i削器の雨域の変化を示し，図 3- I 7(5)は，その雨域

の移動経賂を示し，図 3-1 7 (6)は．レーダ雨鉦計雨益の増加域を 15分間隔で示したものであ

る。

これらの24時の査料から次の事が言える。

切 スケッチ図から，今まで艮岡県付近｝て西南冗伸びていた M以上のエコーパンドは南下し，雨

•も衰え始めている（図 3-1 71li, (2))。

（口） アメダスの雨域は 30km/hで東進し，長崎市から遠ざかりつつある。

しi " アメダスの風向・風速，流線解析では五島列島付近の風は西の風包変わり，天草付近は南の

風が入っている。全体的に風が弱くなり，収束帯も衰えつつ南下しているのがうかがえる（図

3 - 1 7 (3)）。

（二） レーダ雨最計の雨域を見ると，大雨域は衰弱しながら ，東へ移動をし始め．長埼付近は，雨

紺

が小降り紀なり始めた（図 3-l 7 (4l, (5)）。

レーダ雨倣計雨批の増加域は，西から東へ移動し ，長崎市付近で 23時 30分こる通過し，

雨批の増加を示している。これは，気象台の 10分雨倣のピークと良く対応している（図 3-

l O 17)，図 3- 1 7(6))。

昭牙1157年 7月23日23時35分発表 大雨情報
第 3 け

2 3時 l0分1『阪山の，，ータ：一観測によれば，晶原半iしから長悶 1ii付近に

かヽっていた強いItj公は少し ili下し` としたが．別の強いば｛が州彼杓` TK']，から

五島付近にのびてい士す。又衛晶観測ではJil』の西に強いI打出があり．大分

県を旅．て九州は大さな白い出にむヽわれてい吐すu 今後 1月日の朝まで l50

~ 200ミリ位が予想されるので1iiの降り方に厳 jli笞戒して下さい。

，，，む23時士での 11ihtlよ

ギ戸 19l,'J,佐llt保 l89ミリ，人村 277く 1），疎 hl360ミリ， Jい比｝ 4 1 9 

ミ，)．長nliffi 4 25 ミリ， I~/J；(9 0ミI/となってい士す。

図3-1 6 2 3時35分発表の大雨情報J伍3
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図3-1 7(3) 2 4時，

図 3-17(5) 

アメダスの風向・風述と流線解析
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2 3時から 24時までのレーダ雨批計

vcよる雨域追跡， 1 5分間隔
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以上の 24時の資料から長芍市方面の今悛 3時間の予想は次の通りと考えられる。

「現在大雨をもたらした強ニコー域は南下し，全体tて衰えつつある。崇雨は峠を越え，今俊は

多くても 1O mm/ h 前後であるう。

今後の長崎市方面の予想雨螢は，

0 1時 0 2時 0 3時

5 - 1 0 mm 3 - 5 mn 3 - 5時

... 23: 15 23:30 

―一 、一 ー・~ヽー・し一 ~ .~ ・ー ・ -- - - 9 9• -• •L --•-----·--·-響ヽ ・ 一・・--•争ー

-----—~----•<·•----------·ヽ---- ・-・,・ 

23:45 24:00 

図 3-17(6) レーダ雨絨計雨址の増加域。

2 3時 15分から 24時までの 15分間陥
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4. 降雨予測結果を用いた土砂災害予測の検討

3幸で艮埼海洋気

先までの短時聞予測を試みたが

の大雨洪水 意哉．

ここでは，

警報の発令以降，大 の実況監視と長崎市方面の 3時！li

その予測結果を既往の土砂災 測方法冗適用し． 災害

流域を取り

の発生と予想の結果について検討する。

げる。

子測対象流域は， 土石流が頻発した長崎市万面東部の八郎川

土砂災 発生子郡］法は，

⑥
 

時閲雨蓋 35 mm/ h, 摂算雨品 l5 0 H/  hを越えるかどうかの方式。 (A方式とする）

R 麻描 (19 7 8)冗よる若名な土砂災害における最大時聞雨祉とそれまでの継続雨紐の関係曲

線を用いる方式。 (B方弐とする）

c
 

鈴木，

用いて，

3
 

他 (1979);,i::よる六甲山系ハチース谷調査時のタンクモデ）以の定数（図 4- 1 

タンク一段目 35 m, 

で予測した結果を表 4- l i'C示し，ここで，

- 2に示した。

表4-1

タンク―

闊雨予測結果と実況雨量（長崎市）

目 50 mを えるかどうかの方式。

）を

(C方式とする）

八郎川流域の土石流発生時刻と発生箇所数を 4
 

予机1時刻
予 測 対 象 時 間

1時間径 2時間扶 3時間径
哭況雨益

7月23日15時

I 6時

I 1時

I 8時

1.時

2 0時

2 1時

2 2時

2 3時

2 4日 0時

0 I時

0 2時

0 3時

0 -

0 -

10-

25-

1 00-1 30 

90-1 10 

80-100 

80-l I O 

20-

5-

2

1

5

0

 
1

3

 

40 

10 

5- 10 

6 - 1 0 

25-

40-
~ / / 

60-

60 -

10 

3-

35 

60 

80 

80-100 

70-
// 

90 

0

0

5

 

8

2

 

20 - 30 
〉 / ／ ／／ 

/‘  

20 - 30 

60 - 80 

30. - 4 0 

30 - 50 

20 - 40 

.20 - 40 

20 - 4 0 

5 - 10 

3- 5
 

0

0

0

7

7

5

2

9
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9
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六甲山系＾チース谷のタンクモデんの定数
（鈴木．他(1979)による）

八郎川流域の土石流発生町虹と発生箇所数

発生時 ;;JI 発 生 箇 所 数

l 9 : 3 0 I 

20 ; 00 6 

20: l 0 5 

20;30 1 6 

20 : 40 2 

21 : 00 1 

21 : 3 0 ~4 O 3 

22:00 l 

2 3: 00 l 

0 1 : 0 0 l 
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4.1 1時間雨慨 35m/h，摂莫雨霙 150mmの基準雨量の場合 (A方式）

図 4- 2は， A方式妬長崎海洋気象台で親測した雨誠を記入した場合である。この方法で：ま， 1 9 

時 30分紀発生した最初の土石流を捕捉することはできなかったが，その後の土石流発生 (C対しては

捕捉されていることがわかる。

図 4- 3111-UO)は，表 4- 1の予測結果を用いて，土石流発生の予測をなこなった結果である。

これらの図を見てまとめると，次の＇ドが言える。

① I 5時から I8時までの予測では，各々の時刻の 3時間後までの予測雨砿からは，土石流発生

の危険1ュ予測されなかった。（図 4- 3 111-(41) 

@ 1 9時の予測の予測は， 3時間後までの予測がいずれも土石流発生の危険を予測しているが，

1 9時 30分頃発生した最初の土石流に対しては，発生の予測ができなかった。（図 4- 315)) 

@ 20時， 21時 22時の豪雨時の予測は，いずれも土石流発生の危険を予測している。（図 4

- 3 (6)-(8)) 

④ 2 3時から 24時の予測では，大雨が峠を越え，土石流発生の危険が少なくなって来たことを

示しているが， 0I時に発生した土石流の発生を予測できなかった。（図 4- 3 (9), UO)) 

150吃二
実 況 雨 量 変 化 図

7月2381111手ク48訳蒟

150nm 

↓↓ 

0

0

 

0

5

 

ー時

間

降

雨

量

↓
 

18 19 
3Srm泊

17 
50 100 150 200 250 300 350 400 450 

積算降用量

図 4-2. A方式（時間雨批 35年／h,積算雨搬 15 0血）に

長崎海洋気家台の実況雨祉を適用
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図 4- 3 n0) 0 0時予測， A方式

4.2 高橋による基準雨量を用いる場合 (B方式）

図 4-4は B方式に実況雨批を適用した場合である。これから I9時 30分の殴初の土石流発生に

対する捕捉はギリギリであるが， 0 I時を除き他の土石流発生は捕捉している。

図 4- 5([）～図 4- 500)は，表 4- IO)予測雨低を用いて土石流発生の予測をおこなった結果である。

これらの図を見た結果，次のようなことが言える。

① I 5時， 16時までの予測では（図 4-5111, (21)，各々の時刻の 3時間先までの予測雨証か

らは土石流の発生の危険は予測されていない。

② 1 7時の予測では（図 4- 5 (31), 2 0時の雨菰予測の上限値が土石流の発生危険領域に入り

土石流発生の可能性があることを示している。

⑥ I 8時の予測では（図 4- 5 (41)，予測雨最が少ないため，土石流発生の危険はないことを示

している。

① I 9時の予測では（図 4- 5 (5)), 2 0時から 22時まで土石流の発生の可能性を予測してい

る。 I9時 30分頃の液初の土石流も発生の可能性を予測していたが，予測雨誠は作業時間が費

るため 19時 30分頃た出されるので，実際ははずれた事になる。

⑤ 2 0時， 2I時， 22時の豪雨時の予測では（図 4- 5(6)-(8)), いずれも土石流の発生の危

険を予測していた。

⑤ 2 3時， 00時の予測では（図 4- 5 (9)-00J)，いずれも土石流発生の危険がなくなったこと

を予測しており， 01時に発生した土石流ははずれている。
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5oomm 

4;3 鈴木他による六甲方式のタンクモデルを用いた場合 (C方式）

図 4- 6はC方式匠実況雨批を適用した場合である。この図から 19時 30分の最初の土石流発生

に対しても土石流発生を捕捉している。

図 4- 7 ll)～函 4- 700)は，表 6-1の予測雨批を用いて土石流発生の予測をおこなった結果であ

る。

これらの図からまとめると次のような！Jiが言える。

① 1 5時， 16時の予測では（図 4- 7 111, (21)，各々の時刻の 3時間先まで土石流発生の危険

がないことを示している。

② 1 7時の予測では（図 4- 7 (31), 1 9時こるから土石流の発生の危険が出ている。

③ 1 8時の予測では（図 4- 7 (41)，やはり 19時どるから土石流の発生の危険が予測されてい

る。
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④ 1 9時の予測では（図 4- 7 (5)), 2 0時以降土石流の発生の危険が予測されており， またそ

{5n-

のポテンシャルも高い事を示している。

2 0時から 22時までの表雨のころの子測は（図 4- 716)-18)), いずれも土石流の発生の危

険を子測しており， またそのポテンシャルも高い事を示している。

R
 

2 3時から 24時までの予測では（図 .J- 719), 

ンシャルが高く，

暉），依然と・して土石流の発生の危裳のポテ

0 1時の土石流発生の子涅l」をしていたことを示している。
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3．予測結果の検討

lll 2, 3章では，長崎表雨時の気象情報を解折し，大雨のポテンシャル予測，大雨の実況監視と豆

時間予測を試みた。

4章では， 3章で得た降雨の毎時間予測結果を，既存の土砂災害発生予測法しこ適用し，土石流発．

生冗ついて検討した。

(2! 2章では，気衷 FAX,J:-.IJ)．およびテレタイプの情報から，長埼豪雨をどのように予思して

いたかについて検討した。その結果，

① 7 2時間 (3日先）， 4 8時間 (2日先）予想では，大雨域は北へずれる傾向を示していた。

R 3 6時間 (1日半先），・24時間 (I日先）予想では，大雨域をかなり籾度良く予想していた

が，予想雨菰は実況雨巌とくらぺ非常に少なかった。

R.降雨確率 (pO p)，大雨の降雨確率 (PoHP)は， 1日 2回テレタイプによって 6時問間限

で 24時間先まで発表されているが，長崎豪雨については， PoHPが特に長崎，熊本方面に大

雨の発生が高いことを予想していた。

④ POP, PoHPの 6時間毎の水平分布図の変化は，大雨域の移動をかなり良く表現しているこ

とから，大雨の発生時間帯が推定できそうである。

このことから，防災関係で職員の連絡体制の確立など vc有用と思われるポテンシャル情報は， 24

時間予想天気図（地上）と PoHPの分布図が最小限必要であるう。

131 3章では，長埼海洋気象台が県内妬大雨洪水注意報，密報を発令以降，長崎市方面を対象として，

3時閻程度先までの予測を含む解説が，気象台レーダのエコースケッチ図，アメダスの雨抵分布と

風向，風速，建設省のレーダ雨批計情報を用いて検討した。その結果，

① 建設省のレーダ雨批計情報（監祝範囲，半径 I2 0 kin)は，処理方法によってはきめ細かな地

域まで雨址値（レーダ雨批計雨批そのものは，地上雨歯とは一致しないため，テレメータなどで

補正する必要がある）がわかるという利点がある。長崎市付近は，このレーダ雨批計を使って大

雨の実況監祝た使えるが，短時間予測の場合，雨域が約 50血／ hで東へ移動することとレーダ

雨益計の西端に艮崎が位既するため予測はできず，実況監視のみ匠使った。

R 短時間予測は，主rc気象台のレーダ（監視範囲半径 30 0皿）のエコースケッチ図とアメダス

情報を用いておこなった。

＠ この予測結果と実況雨批の比較を，図 5- I Ill, 121, (31妬示した。これらの図から 1時間後は

精度良<, 2時間後は目安程度， 3時間後はほとんど荏度が良くなかったことがわかる。

④ 予測を大きくはずした時刻は， 1時間後の予測では 22時， 2時間悛の予測では， 1 8時， 19

時， 2 2時であった。

⑤ このうら， 1 8時， 1 9時のはずれは，実際に 10 0 mm/ h近い大雨が降っているたもかかわ
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P ーしよ

っ'' レーダエコーのスケッチ図の中のM ( Moderate ）以上のニコーが十分対応していなか

ったり， レーダ雨醤計の降雨強度が少な（出たりしたためと思われる。 長埼崇雨のような 10 0 

m/h以上の雨を親測するレーダ（な， （今回のエ

＝ースケッチ図やレーダ雨蓋計雨批が地上雨抵冗対応しなかった原因の一番目に上げられるのが

降雨による減衰が大であることが考えられる。

降雨減衰であったらしいという事であって，

うな時， 特r-cI O Om閃／ h前怯の豪雨時紀は，

く検討する必要がある。

しやすいものは，

ば，

さらに，

他の要因も複芸に入り込んだ可能性がある。

地上雨量分布に神径を鋭がら .;t,

付け加えるならば，

)•このよ

レーダ惰語を良

レーダ雨菌雨砿のよう冗言十耳揆など冗苗合

地上雨量の惰苺を用いてキャリプレーションをおこない補正レーダ雨批とすれ

今回のような大きな誤差は起きないであろう。

⑥
 

2 2時の 1時間袋，

このことは，

2時間後の予測のはずれは，崇雨が衰え始め，地上風の変化が起きた時期

であった。

(4) .4章では，

短時間予測には風の変化も十分考慮しなければならない事を示している。

長崎市方面の短時間予測雨批を，土石流の頻発した八郎川流域を対象として，既存の

土砂災害予測方式に適用した。

この土砂災害予測方式は，

時間雨量 35証／ h, 積算雨批 15 0 mm/ hを越えるかどうかの方式 (A方式）。

高椎 (19 7 8)によって作成された全国の若名な土砂災害における最大時間雨拡とそれまで

次の 3つの方法である。

H) 

（口）

ぃ
の継続雨量の関係曲線を用いる方式 (B方式）。

鈴木等 (1 9 7 9)による六甲山系の調査時に用いたタンクモデルの定数と一段目， 二段目の

貯留誠の基準値を越えるかどうかの方式 (0方式）。

その結果． 次のことがわかった。

① 表 5- 1に示すよう vc:,土石流発生のための予測結果は，最も良く適合しているのか o方式

で， 次いで B方式， A方式の順となった。

R

③

 

A方式， 最も単純で使い易く，

B方式は，

今回のはずれたものは， 基準雨菰を下げれば良い。

過去の土石流の発生をもとに作った基準雨菰曲線であり， A方式と同様に使い易

しヽが， さらたデータを踏まえて曲線を修正することにより改善される。

④
 

o方式は，電卓などで簡単妬計算することができるが，

り使し、にくし ‘o しかし， この方法は貯留効果が入るので，

や>手間が費るため， A, B方式よ

降水一土砂流出の関係を系統的に表

現する（他の方法と比ぺての話だが……）方法である。
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表 5- !. 八郎川流域を対家とした A, B, C方式の予測結果

x:発生生ず， o:発生， △ :予測で子測雨盪の多い方

又は第一， 第ニタンクのいずれかが発生を予測している湯合

予測時刻． 1時 間 係 2時間悛 I 3時 間悛

A X X x 

B X X X 
1 5時

C X X X 

実況 X X X 

A X X X 

B X X X 
1 6時

゜
X X X 

実況 X X X 

A X X X 

B X X △ 
1 7時

゜
X X 

゜実況 X X 0 1 9時 30分

A X X X 

B X X X 
1 8時

C X 

゜ ゜実況 X 0 I 9時 30分

゜A △ 

゜ ゜B 

゜ ゜
△ 

I 9時

゜ ゜ ゜ ゜実況 0 I 9時 30分

゜ ゜A 

゜ ゜ ゜B 

゜ ゜
X 

2 0時
C 

゜ ゜ ゜実況

゜ ゜ ゜A 

゜ ゜
△ 

B 

゜ ゜
X 

2 1時
c 

゜ ゜ ゜実況

゜ ゜
X 

A 

゜ ゜
△ 

2 2時
B 

゜ ゜
△ 

゜ ゜ ゜ ゜実況

゜
X 

゜A △ X X 

B X X X 
2 3時

0 

゜ ゜
△ 

実況 x 

゜
X 

A X X X 

B X X X 
2 4時

゜ ゜
△ △ 

実況

゜
X X 
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6合土砂災害防止のための気象情報収果，伝達システムの確立のために

長崎崇雨を例；て取り，土砂災害防止のための気象情報の内容の検討を 2, 3幸であ、こない，その気

泉情報を使って土砂災害発生の予測の可能性の検討を 4章で土汽こなった。

ここでは，それらの検討にもとづ老集中豪雨紀よる土砂災害防止のための気菜惰苺の内容とその収

集方法．市町村への伝逹システムを検討するa

ポイントは，次の 5項目を竪備すること；てあると思われる。

① 阻雨前線や台風などたよって引き起こされる集中豪雨は，夜聞や日躍日の休日冗起岩る事が惹外

と多い。そのために前もって大雨の危険性を判断し，寂員の連絡体制を確認しておく必要がある。

R 長崎豪雨の発生した昭和 57年 7月妬長崎海洋気象台が発表した大雨音報は， 5回あった。いず

れも，県内のどこかで密報苗準を越えていた。その意味で，気象台の吝報は， 「から振り」したり

「見のがし」をした訳ではない。しかし．長崎市方面では．後半の 2回（そのうら 1回は長埼栞雨）

が．香報基準を越えたのである。この事は，大雨注意毅，晋報の発令段階で．県内が北部多雨なの

か．南部多雨なのか知ることが大切だと思われる。

R 大雨注意報．音報の発令以降は，毎時又は随時大雨の実況を監祝するシステムと短時間予測、ンス

テムを用いて，危険な地区をいち早く把握することが大切である。

④ 大雨の実況や，予測などの情報を，いかに早く末端まで流すかの・ンステムを確立することが大切

である。

⑤ 土石流や斜面崩涙の危険な地区を抱える所では，雨益計を設雌し，降雨強度や累加雨最冗注意し

ながら，毎時の気象情報の資科四より避難の方法を確立することが大切である。

以上の 5項目を考慮した土砂災害防止のための気象情報の入手と作業は，図 6- 1に示すようなフ

ローになる．であるう。

以下，作業フローの番号順（①～⑲）に従って説明する。

（l) 1．日前の処理（フローQ),@)  

l日先の大雨のポテンシャル（潜在）予測は，戚負0)待樅，心がまえ，連絡体制の検討などに菰

要である。これには，現在 2つの方法がある。

（イ） 県内を数プロック（気候区毎，流域毎）に分けて，大雨の確率 (PoHP)の予測式を前もっ

て用意して泣く。予測式へのインプットデータは，気捩庁の数値予報の 24時閥予想1直を用いる。

（口） 気家庁で公表されている降雨砥率 (pOp)，大雨の確率 (PoHP)を利用する。この場合，

H)とくらぺ地域特性は入り紀〈い。

いずれの方法；てしても，気象庁の数値予報を元データにして利用する。数1直予報は年々改善され

ているが，海上の観測データが少ないため，予想｛直妬くせが出てしまう。そのため，数値予報を利

用する湯合，人間（予報官）が介在して．県内の降雨特性などを考慮した上で予測する。その作業

は，数値予報のくせや地域の気象を十分に心得ている気象協会の寂貝がやるのが望ましい。
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事前詞査内容 作芙内容 滑毎内容

°大雨牽率の

地域細分化

マニュアfジ

作成

0大雨洪水．

災害台帳の

作成

0県内の降雨

特性の調査

および降雨

の短時問子

測マニュ了

Jいの作成

〇レーダ雨屈

計，地上雨

批計を用い

た冠時問予

測ツステム

の作成

1
日
前
の
処
理

大雨のポテンシャ fグ予弄j

(I日完）

哉員の待換會 :1L苓体別の

検

気家呂会

0地上天気図（実況 24時間子想）

0大雨のポテンツャル (PoHP)の

分布図

0雨の予報に関する解説

注
惹
報
、
警
報
発
令
時
の
処
理

③
 

大雨洪水注意報．答報発

令時における県内の降雨

パターンの推定，今後の

予想

気象台（気象英苔法1こより伝逗）

0大雨洪水注惹報，答報

0主に県内の広域を対象

④
 

注意．警戒する方面の監

祝

⑧
 

気象協会

0地上天気図（実況24時間予想）

〇レーダエコー・スケッチ函

〇アメダスによる雨凪分布図

0県内の地区別に今後の予想の解

＜ヽべ説

0毎正時から 25-30分後に伝送

注
意
報
苓
笞
報
発
令
以
降
の
処
理

R 

短時間予測の共施

0流城別．地域別0

予測値の出力

0予測降雨波形の出力

0時間遅れなし

大雨の実況監祝と予測

0大雨の実況図と 1-3

時間先までの予測解説

などの気象情報入手

0毎正時から 2を-30分遅

れ

気象協会情報センクー

0下記の情報のオンライン伝送

（l) 注意報．笞報

(2) アメダス（雨批．‘気濫．風向

風速）

市町村の災害情報

0料面崩壊に

関する基準

雨批の設定

市町村へ

報の伝達

気象情報．レーダー雨址けt情報．
隣接県の情報．県内の災害情報

などにより対策の検討．関係吸

関への迅絡o バトロールの強化

I隣接県の情報l

ラジネ テレビ情報

戸
＝野報付雨祉計

⑩
 

図 6- L 災害防止のための 泉情報の利用フロ
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利用する測として，余り多くの予想図は必要ではた＜，晟低次のものが必要であるう。

① 実況の地上天気図

② 2 4時間先の予想天気図（地上）

@ POP, PoHPの予想分布図

④ 雨の総合判断の解説

12) 大雨注意報，筈報発令時の処理

大雨の可能性が出て来ると，気象台から，主 l'C県内の広域を対象として大雨洪水注意報，筈報が

発表される。（大雨注意報，沓報と洪水注意哉，答苺は，本来別のものであるが，近年，災害の特

徴から連動して発表されることが多い。）この注意報，智報は，気象業務法にもとづき，県の防災

担当中枢などに伝達される。現在の注意報，筈報は上冗述ぺたように，広域（県全体）を対泉とす

るため，県内の降雨分布は前もって推定することができない。そこで，過去の大雨の事例や，災害

などの起きた時の気象の事例を数多く集め，大雨・洪水，災害台帳を作り，整理解析し，マニアル

化しておくことにより，県内の降雨分布を推定する。その上で，防災上，注意，奢戒する方面の監

視をおこなう。

この場合，入手する気象惰報は，実況天気図，予想天気図，レーダエコースケッチ図などであり，

これらを用いた今後の多雨域などの解説を気象協会などから TEL FAXで得ることがで含る。

(3) 注意報，警報発令以降の処理（フロー⑤～⑲)

アメダス，県内のテレメータ雨抵を用いて，降雨の実況監視と短時間降雨予測をおこなう。現在，

実況監視と短時間降雨予測には，次の 3つの方法がある。

① アメダス雨批分布図，レーダエコースケッチ図を用いて，雨域の単純移流と地形効果を考慮し

て，人間が大雨の実況監祝と短時間予測をおこなう。主親的方法である。

R アメダス，テレメータの雨批情報を用いて，図 6-2のよう妬計算機で雨批分布を客親的 1'1:解

析し，前 1時間の情報と比較し雨域移動方向を自動的に決定し，短時間予測をおこなう。

③ 建設省のレーダ雨批計の端末が設雌され，対象地域がレーダ雨菰計の西端にない場合，レーダ

雨最計による短時間予測をおこなう。この時，レーダ雨批計雨批は上空の雨滴の情報であり，必

ずしも地上雨批と一致しない。それを克服するためた現在では，アメダス，テレメータの地上雨

批を用いてレーダ雨批計雨批にキャリプレーションを屈どこし，補正レーダ雨蘇を求めることが

おこなわれている。

上記の（!I'＠は客観内に求められるという利点はあるが，雨域の発達・衰弱を定盛的に計算機で

予測できる段階にないため，やはり最終的には人間が予測の結果を検討すること妬なる。

この段階では，気挨協会などから次の気象情報を毎時入手することができる。

① アメダスによる雨批分布図（県外も含む）。

R レーダエコースケッチ図（半径 30 0畑のレーダの合成図）。
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（③ 今役の地域別の 3時間程度先までの予想雨賛の解説

以上の気家情報を防災担当中枢が入手した疾は，土石流，京十面崩哀の危険地帝の調査，基準雨量の

調査，王妄河川の降雨流出解析たよる雨董と水位の調査などを事前になこなってなくこと l'Cより，気

家情報から災害の危険性を判断し，バトロールの強化，．閑係懐裳への連絡を去こなうことがでぎる。

さらに，危険な場所を有する市町村に対しては，気家情報が常に受信できるようにしておき，地元

の雨醤言t(伊Jえば，智報付雨羹言十）の雨羹と今悛の気尿変化，地面の変化，水位の変化などから，危

険な事態が想定された場合，早急l'C産難命令を出すことが必妾であるう。

＂ ● ● ● 9 99・ •、.,..．．．．．．．．し99●●"

'"::::：：：；謡揺熙

ロ ロ・.：図
．．．．・ゴ；：立"".'.'.'.'...... := o・ 

．．．．．．．． 

平
:.・...... 

．．．：血l

且 図

屈

図6-2. アメダス雨批の情報を 4X 4皿メッシュに

計算機で自動的に内挿し表現したもの。

カラーディプレイ可能。
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と土砂災害防止のための気象 建設省土木研究所
砂防研究室

情報収集システムの検討 瀬尾克英水山砧久

昭和58年10月 (1983)

キーウード：土石流．豪雨，短時間降雨予測

旨

昭和57年7月23日の長崎交雨を対象として，土砂災害防止のたのの訊象t,,i
蛍存灯）利用9う可能性の検討をおこなった。

その結果．①地域細分はできないが 1 H前から大南の危険注を｝屯lでき

そうなこと、 i戸大雨）立を追跡することによサ，地械細9tして 3時I/ii程l文たま

での予測かできそうなこと．③予測雨•址を土砂災害児I翡5準雨）itに適用する
と発生予知ができる可能性があることなどがわかっtら
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